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多数の文献資料の調査に基づいて，日本産オトシブミ科（鞘迩目）の宿主植物に関する既
知宿主植物一覧を作成した。本報では，その第1報として，オトシブミ亜科とアシナガオト
シブミ亜科についてまとめた。
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,idaeは，オトシブミ亜科オトシブミ科Attelab
Apoderinae,アシナガオトシブミ亜科Attelabillaeお
よびチョッキリゾウムシ亜科Rhynchitinaeの3亜科
に分類される（森本,1992）（チョッキリゾウムシ類を
独立の科として扱う研究者もいる；cfSawada，
1993)。前2者の全てとチョッキリゾウムシ亜科の一部
の種に，宿主植物の葉を巻いて揺藍を造り，その中に
産卵するという顕著な習性が見られる。この揺藍形成
は，古くから多くの研究者の関心を集めてきた(Cf鈴
木・上原,1996,1997)。
筆者らは，最近，揺藍を形成する日本産オトシブミ
類について，揺藍の構造とその形成過程を幾何折り紙
の発想に立って調べ，分類学上ばかりでなく行動学・
生態学上も興味深い多くの問題を見い出してきた。オ
トシブミ類の宿主植物選好性もその一つである。オト
シブミ類には，ひじように多種の植物を宿主として利
用している広食性polyphagousの種と,特定の植物種
のみに依存している狭食性oligophagousの種が見ら
れる。かれらの宿主植物選好性の違い，すなわち宿主
○i_、
J‘空
植物の選択と利用の形態は，各種の生息環境の植物相
に大きく依存しており，ひいてはかれらの揺藍形成戦
略のさまざまな局面にも大きな影響を与えていると考
えられる。したがって，個々の種がどのような植物を
利用しているかはもっとも基本的な事項の一つである
と言える。しかし，日本産オトシブミ科の宿主植物に
ついて，これまでの知見を網羅的に集約した文献は見
当たらない。
オトシブミ類の宿主植物は，他の多くの食植性昆虫
類と同様，地域によってかなり変化することがある。
筆者らは，特定地域におけるオトシブミ類とかれらの
宿主となる植物種を，それぞれ種のセット，すなわち
群集として対応づけて把握していく必要があると考え
る。両者の対応関係の内容は，地域によって変化して
いくものとして理解されるべきである。そのためには，
特定地域，具体的にはなるべく地形的に限定しやすい
地域を選び，そこに生息するオトシブミ群集とかれら
の宿主植物群集とを徹底的に調査することがまず必要
であると同時に研究戦略としても有効であると考える。
そして，このことは，一般的に，食植性昆虫全般にも
鈴木邦雄・上原千春
あてはまるであろう。日本産のオトシブミ類は，いわ
ゆるα段階(種の記載段階)がかなりよく整備されてき
ており，一部の種や群を除けば種の同定も明瞭に行え
る。また，揺藍形成はひじょうに目立つ行動であるか
ら，数シーズン徹底的に調査することによって特定地
域に生息するほとんど全ての種を把握することが可能
である。また，観察もしやすい。つまり，これまでに
明らかになっている事実のみから考えても，オトシブ
ミ類はそのような食植性昆虫と宿主植物の関係をめぐ
る諸問題（cfBernays＆Chapman，l994eds）を考
究する上で，一つのモデルとなりうる分類群であると
言えよう。
オトシブミ類の揺藍形成は，動物の本能的行動を理
解する上での格好の研究対象であると同時に，自然教
育の教材としても相応しい。そのため，多くの一般書
や児童書，図鑑類などでも頻繁に紹介されてきている
それらの中にもしばしば新知見が含まれている。筆者
らは，オトシブミ類の揺藍構造と揺藍形成に関する約
250篇の文献を調査し（鈴木・上原,1996,1997)，既知
の宿主植物一覧を作成した。本稿では，オトシブミ亜
科とアシナガオトシブミ亜科について報告し，チョッ
キリゾウムシ亜科については分量の関係で次回に報告
することとした。
日本産オトシブミ亜科およびアシナガオトシブミ亜科の宿主植物一覧
凡例
，、本稿では，序でも触れたようにオトシブミ科をアシナガオトシブミ亜科，オトシブミ亜科およびチョッキリゾウムシ亜科
の3亜科に分類する森本（1992）の体系に従った。各分類群の分類学的扱いと学名についても，基本的に森本（1992）に従い，分
類学的扱いについて特に問題のある2つの種群については筆者らの現時点でのコメントを別記した。分類群の配列は、いずれの
分類階級においてもABC順とした。これは，この群の系統分類体系が必ずしも広く受け入れられるような段階にまで至ってい
ないことと検索の便宜を優先したことによる処置と考えられたい。
2．宿主植物の分類学的扱いと学名．和名は，すべて佐竹義輔外編『日本の野生植物』（草本篇I‐111,1981-82；木本篇I‐11,
1989）（平凡社）に従った。それは，これらが,現在一般に入手し得る図鑑類の中では内容的にもっとも新しく全般的に充実して
いると判断されたことと混乱を防ぐための措置であると承知されたい。宿主植物の配列は，オトシブミ類の場合と同様，いずれの
階級の分類群についてもABC順とした。なお，同図鑑における各植物種の分類学的取り扱いは，分類群によっては，従来広く受
け入れられてきたものとはしばしば大幅に変更されているものがあるので注意されたい。特に学名にはかなりの変更が見られる。
3．筆者らは，オトシブミ類の文献上に見られる宿主植物名の特定と取り扱いに細心の注意を払ったが,文献によって宿主植
物の記載の様式や内容の水準は著しく多様であるので,次のような表記法を採用した。オトシブミ類とその宿主植物のいずれに
ついても，当該文献の最後に［］内に原著で使用されている学名･和名を記した。その際,両者とも記す必要がある場合は，オト
シブミ類については前に，宿主植物については後に記し，両者の問に／を入れた。たとえば，ヒメクロオトシブミの項の初めは次
のようになっている。
4"‘"""s(CO"ゆs“0“γ"s）erWﾙγ〔)9,s/"'Vollenhoven，1865ヒメクロオトシブミ
勤加?“""”9m"""70ﾉ?"”Morr、イカリソウ：岩田（1935,福井県［A〃"“sRoelofs／E,加“γrz"/hz""]；
この場合は，次のように理解されたい。すなわち，岩田（1935）は，ヒメクロオトシブミの学名としてはA・〃""ZsRoelofsを
その宿主植物であるイカリソウの学名としてはE〃"cﾉ、"ﾙz"〃を用いたということである。もしも，［］内に1つの名称しか
挙がっていない場合は，オトシブミかその宿主植物のいずれかを指すが，どちらかはほぼ自明であるので特にその旨記していな
い。また，命名者名を付した。これは，将来にわたっての検索の便を考慮しての処置と解されたい(Cf鈴木，1992)。命名者名は
原論文で明記されていない場合はそのまま記し，明記されている場合でも，同じ種の項の中で二度以上出てくる場合は二度目か
らは省'11各した。和名のみしか記されていない文献の場合も同様に処置した。その他，なお疑問の残るものについては簡単なコメ
ントを付した。
4．文献の引用は，原則として以下のように行った。本稿で取り扱った文献は，筆者らが直接目を通し得た鈴木・上原（1996
1997)で挙げたもののみである。重要な文献で,筆者らの探索から漏れているものもまだ存在する可能性がある。諸賢のご教示を
いただければ幸いである。
a・植物名が，たとえば‘バラ'や‘ナラ!のように，科名や屈名の一般名で記戦されているために種が特定できない場合，当該文献
、ダ舌
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の記載状況と水準によって，たとえば「Q"”c"sspp・ナラ類」あるいは「Q"⑳℃"sspコナラ属の1種」のように記した。単に
科名しか記されていない場合は，特筆すべきもの以外は省略した。
b・文献は，各宿主植物ごとに，古いものから挙げた。各宿主植物について，最初に挙がっている文献は，筆者らが調べ得た限
りでその宿主植物を最初に記録したものということになる。しかし，遺憾ながら，最初に挙げた文献にも単に他者の文献を機械的
に引用したにすぎないと推測されるものが含まれており，現時点では先行文献の存在する可能性が常にあることを指摘せざるを
得ない。ここに挙げられている文献は，どのような意図や水準で記述されているにせよ，筆者ら自身の既発表の論文や単に既知
の宿主植物名を挙げたに過ぎないものを含めて，当該宿主植物についての何らかの言及があるものと判断されたい。
c・当該文献の著者が直接調査を行ったかあるいは言及している地域を都道府県単位で記した。これは前述のように，同種で
もしばしば地域によって利用している宿主植物の種類が異なるためである。ただし，特定できない場合も多かった。
。、その他,必要に応じた最少限度の註を［］内に記した。［］内はすべて筆者らによる註記と承知されたい。
5．利用上の便宜を考慮して，オトシブミ類各種の既知分布を主に九州大学農学部昆虫学教室・日本野生生物研究センター編
（1989)，森本（1992）などを参考にして挙げた。
6．筆者らは，1995～96の2年間に，主に富山県下でオトシブミ亜科とアシナガオトシブミ亜科の計20種について，計100種以
上の宿主植物を直接観察することができた。それらの中には未記録と思われるものが多数含まれている。それらについては目下
別稿を準備しており，ここには挙げていない。
本稿における日本産オトシブミ類2種群の分類学的取り扱いをめぐっ-Z
日本産オトシブミ類には，分類学的取り扱いをめぐって異論があるため若干の混乱が見られる種群が存在する。そこで，特に
問題となる2つの種群について，本稿における筆者らの見解を述べておく。いずれも，今後野外での観察・調査を行う際，揺藍形
成中の個体を当該植物とセットにして採集し，特に植物に関しては専門研究者の同定を仰ぐ必要があろう。森本(1992)が指摘し
ているように，種によって地域によって加害植物が一定するような傾向も認められるので，このような調査は今後より一層重要
性を増すであろうと思われる。
（1）ヒメクロオトシブミとセアカヒメオトシブミ
（a）ヒメクロオトシブミは，日本に産する最も普通のオトシブミであるが，いくつかの色彩型が知られている。沢田（1992）は，
それらがかなり異所的に生息していることから，亜種的関係にある可能性を指摘している。それらの型の中で，文献上頻繁に登場
するf,〃"“sRoelofs，1874についてであるが，森本（1992）は，‘72""zsの原記載によると，Roelofsはエゴツルクビオトシブミ
の雄と本種を雌雄としていたことは明らかで’あり，‘大英博物館に所蔵されている〃"g"sのCotypeはヒメクロの雌で,脚は黒
く，腹部第3節後半から尾節板までが汚褐色の個体である，と述べている。沢田（1992）も森本（1992）も、この型のものはヒメ
クロオトシブミの1型として扱っているので,本稿ではその旨を明記してヒメクロオトシブミの項に含めて扱うことにした。ま
た，森本（1992）が指摘しているように，また筆者らのこれまでの調査結果からも，本種として扱われていながら，おそらくエゴ
ツルクビオトシブミの誤認あるいは誤同定によると思われるものが含まれている可能性がある。しかし，後者の宿主植物として
は，エゴノキとハクウンボク以外の可能性はまずないと考えられ、ヒメクロオトシブミはこれらエゴノキ科の植物の葉はまず巻
かないと考えられるので，この点は混同の余地はない。(b）ヒメクロオトシブミにひじょうに近縁で，主に本州中部以北から北海
道にかけて分布するセアカヒメオトシブミにも，いくつかの型が区別されており，その中にはヒメクロオトシブミと形態的にほ
とんど区別できないものも含まれている（Cf森本，1992；沢田，1992；西治，1996)。筆者らは，主に富山県下の各地と岐阜・長
野両県の数ケ所などで野外調査を行ってきたが，富山県下では，迩鞘が赤褐色のいわゆる典型的なセアカヒメオトシブミが広く
生息している。しかし，西治（1996）は，福井県下などに広く生息する趨鞘が赤褐色の個体の中にヒメクロオトシブミのl型とみ
なすべきものが含まれているとし、‘セアカ型ヒメクロオトシブミ’と呼んでいる。ただし，西治（1996）の論文では，それとセア
カヒメオトシブミの区別や両者の関係は必ずしも明確にはされていないように思われる。沢田（1992）は，ヒメクロオトシブミに
迩鞘が赤褐色の型の存在を認めていない。沢田（1992）によれば,西治のいう‘セアカ型ヒメクロオトシブミ’はセアカヒメオト
シブミに属するということになろう。富山県下に生息する迩鞘が赤褐色の個体群は，筆者らの調査によれば110以上の科に属す
る30種以上の宿主植物を利用しており！その宿主植物の利用形態も複雑かつ多様である（鈴木・上原，準備中)。本稿でセアカヒ
メオトシブミの項に引用した文献にも多種の宿主植物が記録されており、そのほとんどがヒメクロオトシブミの宿主植物と重な
り合う。それらの中に西治のいうセアカ型ヒメクロオトシブミが混在している可能性はある。一方，森本（1992）は，富山県の立
山には体全体が黒色のセアカヒメオトシブミの黒化型がいると記している。筆者らは，そのような個体を立山の外，富山県下数
n房
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ケ所の主に高地で採集している（鈴木・上原，準備中)。（c）上記2種に近縁で，ヨーロッパからシベリア・サハリンにかけて広く
分布するカラフトヒメオトシブミA､に.ノ”'伽”/eγ"s(Zschach，1788）なる種も知られており，時代によって上記2者と分類学
的扱いに混乱が見られる（Cf沢田，1992)。沢田（1992）は，これら3者の各型の区分や近縁種との関係を含む分類学的取り扱い
の歴史的変遷を整理しているが，これらは未だにひじように複雑かつ混乱した状況にあり，決着がつけられているとは言い難いご
(d）以上の種については，現時点では，各文献における宿主植物の取り扱いについても，その公表年代などを考慮した上で慎重に
行う必要がある。そのため，本稿では，森本（1992）および沢田（1992）に従い，日本領土内に分布するものはカラフトヒメオ!、
シブミには属さないとの立場から，これらの種に関係する各種文献における宿主植物の記録は，ヒメクロオトシブミとセアカヒ
メオトシブミの両者あるいはいずれかについてのものであると判断した。また，迩鞘が赤褐色の個体は，本稿ではすべてセアカ
ヒメオトシブミとして処理することとした。
(2)ヒゲナガオトシブミとキイロヒゲナガオトシブミ
日本産のヒゲナガオトシブミ属RzmかtzcﾙE/oPh0γ"sについて，森本（1992）はヒゲナガオトシブミR／0"gi“7”ﾉs（Roelofs
l874）1種のみを認めている。しかし，全体濃赤褐色の典型的なP./"塔icOγ"isと見なされる個体の外に，全体樟褐色～淡燈褐色
のキイロヒゲナガオトシブミと呼ばれる個体がしばしば見られ,R〃/”s(Roelofs,1874）の学名があてられてきた。ただし，研
究者によってその所属属の取り扱いが異なり，K6no（1930）などは，Rz7““か0“7y"zzs属の桃成員とし，かつては森本（1962）
もそれを踏襲していた。西治（1993）は，これら両者は，しばしば同所的に生息しており，宿主植物選好性にも多少の差が認めら
れることから，それぞれ独立種である可能性が高いことを指摘している。富山県下にも両者が生息しており，筆者らのこれまで
の調査では，西治とほぼ同様の結果を得ている（鈴木･上原,準備中)。すなわち，キイロヒゲナガオトシブミの方がヒゲナガオト
シブミに較べて宿主選択性の'隅が明らかに広い。そこで,本稿では両者を別種として扱っておく。ただし，文献の取り扱いであ
るが》学名にR血ん〃sあるいは和名にキイロヒゲナガオトシブミを用いているもののみキイロヒゲナガオトシブミの項に含め
た。したがって，ヒゲナガオトシブミの項に引用した文献にはキイロヒゲナガオトシブミの宿主植物の記録が混在している可能
性があることに注意されたい。西治の報告と筆者らの調査結果から，両者ともクスノキ科とモクレン科の植物を利用するが，そ
れら以外のものはキイロヒゲナガオトシブミが巻いている可能性が高い。なお，クスノキ科とモクレン科の植物は，葉の形状が
外見上類似しており，種の同定は必ずしも容易ではない。そのため，文献における宿主植物の記録にも誤同定の結果が含まれて
いる可能性がある。
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表日本産オトシブミ亜科およびアシナガオトシブミ亜科の宿主植物一覧
I、SubfamilyApoderinaeオトシブミ亜科
1．TribeApoderiniオトシブミ族
LA加"e"《s(A加ぱ”"s）た舵/〃Roelofs，1874ナミオトシブミ
分布:北海道,本州,佐渡島,四国九州;シベリア,朝鮮半島
Betulaceaeカバノキ科
A伽"sspp・ハンノキ類:林(1959),中根(1963),森本(1984),林編(1985),沢田(l986b),金沢(1987),森本編(1992),梁･森(1995）
Aノ"'3"〃Turczケヤマハンノキ:西治(1994,福井県）
A，/"汚"mTurczvar.s必加“(Fischer)C,KSchnヤマハンノキ:鈴木･上原(l996d,岐阜県）
A”01"“(Thunb.)Steud､ハンノキ:新島(1913［A"e/α伽sたた‘〃Roelofs]),岩田(1935,福井県;1944,福井県;1956;1975,福
井県),湯浅･河野(1950),野村(1950),素木(1954),千国(196()),的場(1972和歌山県;1983,和歌山県),青木(1982b),林編(1985)，
岡島(1987)‘海野(1993,長野県),西治(1994,福井県）
A”“S抑""mECalLヤハズハンノキ:西治(1994,福井県）
A・〃z砥加zo”jcz〃Callミヤマハンノキ:河野(1928,北海道;1977,北海道),K6no(l930al930b),宇野(1939[AaI"062〃kzvar・
加("“sαWink]),鈴木･上原(1995,富山県;l996d,岐阜県）
AP””/αMatsumuraヒメヤシヤブシ:西治(1994,福井県）
AsﾉE加〃iα"αMatsumuraオオバヤシヤブシ:西治(1994,福井県）
B2"ぬsppカンパ類:中根(1963),森本(1984),林編(l985i沢田(l986b),金沢(1987),森本編(1992),梁･森(1995）
B”"”"〃Cham・ダケカンバ:西治(1994､福井県）
B､P敗卵ﾉjy"αSukatchevvar”01"“(Miq.)Haraシラカンバ:河野(1928,北海道[B,ﾉ”0"i“];1977,北海道[B,"0"j“])：
K6no(1930a［B､”""“］，l930b［B,ノゆり"/“iB.〃“ゆﾉりﾉ"α]),湯浅･河野(1950),素木(1954),岩田(1956),林(1959),平
野(1959,長野県),千国(1960),海野(1983,1993),山場･寺津(1995）
Qzゆ加況s”0"imBlクマシデ:西治(1994,福井県）
COﾊ'/"ssjeb0〃α"αBLツノハシバミ:西治(1994,福井県［4．sp,ハシバミオトシブミ]),鈴木･上原(l996d,富山県）
Fagaceaeブナ科
as〃"“cγg"αmSiehetZucc、クリ:河野(1928,北海道･長野県［Cas〃"“ひ"増αγjsvar./”0"i“];1977,北海道［Cひ"“γjs
var.”0"j“]),K6no(l930a［Cひ"増αγ/svar､ﾉ“”j“],1930b［CU"“"svar.”0'"“]),湯浅(1929b,東京都･岐阜県)≦
宇野(1939),岡田(1949,青森県),野村(1950),湯浅･河野(1950),素木(1954),林(1959),的場(1972,和歌山県;1983,和歌山県)≦
岩田(1935,福井県;1944,福井県;1956;1975,福井県),清津･醗原(1951,長野県),平野(l953b,東京都･長野県;1959,東京都),千
国(1957,長野県1960,長野県1968;1978,長野県),青木(1979,1982b),石田(1981［記述よりナミオトシブミと推定される])ミ
海野(1983,1993),岡島(1987)↑藤丸(1989),樫井(l993b),中根(1994),西治(1994,福井県),山場･寺津(1995),棲井･藤丸(1996)，
鈴木･上原(l996e）
Q“γ“sspp・ナラ類:湯浅･河野(1950),素木(1954),林(1959),林編(1985),千国(1960)，中根(1963),森本(1984),沢田(1986b）
金沢(1987),森本編(1992),梁･森(1995）
Q,αα(焔s"mCarruthersクヌギ:新島(1913［A"e/αb"s/‘舵"／Q,sgγ”αThunb・クヌギ]),河野(1928)､湯浅(l929a,東京都
［Qse"てZ”Thunb・クヌギ]),岩田(1935,福井県;1944,福井県;1956;1975,福井県),宇野(1939)､野村(1950),湯浅･河野
（1950),素木(1954),林(1959),千国(1960),森内･永井(1975),青木(1979,1982b),海野(1983,1993),林編(1985),沢田(l986b)≦
金沢(1987),岡島(1987),森本編(1992),山場･寺浬(1995）
Qc?”"/αBlumeミズナラ:岩田(1935,福井県;1956),平野(1953b,東京都･長野県）
Q‘“mmThunbexMurrayカシワ:新島(1913［A"“6"SﾉEﾙe"]）
Qsg"mIzThunb,exMurrayコナラ:新島(1913[A"c姉"s/‘ﾙg"／Qg""""/舵ﾉﾋzBl]),河野(1928,北海道[Qgkz”"/舵'tz]；
qG
J雪
鈴木邦雄・上原千春
1977,北海道［Q､“"”/舵γzz]),K6no(1930a［Q,gkz"‘"/舵、］，l930b［Q,g""""/舵、]),山路(1934),岩田(1935,福井県
1956),宇野(1939),野村(1950),的場(1972,和歌山県;1983,和歌山県),平野(l953b,東京都･長野県),林編(1985),岡島(1987》
山場･寺津(1995）
Q〃α"α腕"sBlumeアベマキ:岩田(1935,福井県;1956）
Ulmaceaeニレ科
U〃""s叱り〃iα"αPlanch,var.”0"i“(Rehder)Nakaiハルニレ(ニレ):河野(1928,北海道［ひ”0"i“];1977,北海道［U・
Pγ妙加9"α]),K6no(1930a［ひノ”0噸Cα],l930b［Uノ”0"jca]),湯浅･河野(1950),素木(1954),岩田(1956),林(1959),千国
（1960),林編(1985）
Urticaceaeイラクサ科
Uγ"“P肱”んy"αWeddエゾイラクサ:河野(1928,北海道;1977,北海道),K6no(1930a),野村(1950)［＊西治(1994)は,COﾉ]ﾉﾙfs
s彪加〃""αツノハシバミにつく本種に近縁の別種の存在を指摘し,‘A，sp，ハシバミオトシブミ'として扱ったが,ここでは
本種に含めておく．なお,本種の学名は，しばしばA泥舵〃と記されているがA〃舵/〃が正しい。この点については特に注
記しなかった｡］
2．AP”gγzzs(CO"ゆs“0"e"zs）2?@W〃γogzzs彫γVollenhoven，1865ヒメクロオトシブミ
分布:本州,四国,九州,対馬
Berberidaceaeメギ科
邸加,“加加9m"ぱ籾0γ"",Morr・イカリソウ:岩田(1935,福井県［A,〃"2"sRoelofs／E'"αcltz"ﾒﾙ""'];1956),平野(l952a,東
京都［A〃"“S／E”"c”ん""'var.〃わ““""'];1953a,東京都［A､〃"“S]）
Betulaceaeカバノキ科
A/""sgﾉw2a71〃Cham，ダケカンバ:平野(l952a,東京都［A,”舵"s]),鈴木･上原(l996i,鳥取県）
A・P””〃Matsumuraヒメヤシヤブシ:鈴木･上原(l996i,鳥取県）
Caゆ伽"s／砥叔0m(SiebetZucc）Bl・アカシデ:裡井･藤丸(1996）
Cj“ん0"0s〃〃Maxim・イヌシデ:西治(1994,福井県;19961福井県）
Cory〃ss彪加〃""αB1．ツノハシバミ:西治(1994,福井県）
Caprifoliaceaeスイカズラ科
I/i仇"抑"畑gγ0sz"”ThunbexMurrayvar.P""“""”Franch,etSavatコバノガマズミ:西治(1994,福井県［Ⅸeγ0s""']》
Comaceaeミズキ科
B2"/〃α"Z〃jαﾉﾋZPO7"Ca(Sieb,etZucC)Haraヤマポウシ:西治(1994,福井県［COγ""s々0"Sα]）
S“血CO""""”(Hemsl.)Sojakミズキ:平野(l952a,東京都[A・〃"e"s／COγ""SCO"か0"e庵α];1953a,東京都［A･”"g"s]>≦
西治(1994,福井県）
Ericaceaeツツジ科
E/"0t"αPα"ic"肱〃（SiehetZucc.）BenthetHook・ホツツジ：岩田(1935,福井県［A・〃"”s]),平野(1952a,東京都［A
〃"e"s／乃秒e”giapα"ic"ﾉﾋzm];1953a,東京都［A”"2"s]),西治(1994,福井県［T，α"jc"ﾙzm]）
ムノ0"ねO〃αﾉ加"α(Wall.)Drudevar.‘"ゆ"cα(Sieb,etZucc)Hand-Mazzネジキ:西治(1994,福井県［L,0"α/伽/加刀露獅]）
R〃”0火”，りれspp・ツツジ類:野村(1950[A〃"e"S]),樫井(1982,富山県),的場(l984a,和歌山県;1984b,和歌山県),沢田(l986b
l992,1989),金沢(1987）
尺加戒α‘碗（L)Sweetサツキ:西治(1994,福井県）
尺”0"/c""z(A,Gray)Suringarレンケツツジ:岩田(1935,福井県[A〃"e"s]),平野(l952a,東京都[A､”雌"s／R・”20/んvar・
ノ”0"ic""'];1953a,東京都［A､”"ど"s]）
R・加“7℃s”α/""zMaximモチツツジ:岩田(1935,福井県［A〃"g"s／尺/伽“γ加"z"";園芸種セイカイハ?]),平野(l952a,東
京都［A・〃"“s／R,／加“γ脆"z"”var”αcγ0s幼α/"畑];l953a,東京都［A・〃"“s]),梁・森(1995）
Vtz“加加"'c"わ""〃Thunhアラケナツハゼ:岩田(1935,福井県［Aﾉ"だ"s]),平野(1952a,東京都［A・〃"“S]）
I/:ノtzpO"zc""zMiqアクシバ:西治(1994,福井県）
Ⅸ0〃〃α柳〃Miqナツハゼ:平野(l953a,東京都［A､'2"g"s]),岩田(1956),森内･永井(1975),西治(1994,福井県;1996,福井県》
Fagaceaeブナ科
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Casm"“c形"αmSieb､etZuccクリ:平野(1952b,東京都［A・”"g"s];1959,東京都),素木(1954［A，”"e"s]),奥野･田中･木
村･米山(1978),黒沢･渡辺･栗林(1984),今森(1988［写真より植物推定]),森本編(1992）
Q"2γc"sspp・ナラ類:岩田(1944,福井県;1975,福井県),中根(1963),森本(1984),林編(1985),沢田(1985,1986b,1992),金沢(1987)：
森本編(1992）
Q､αc""ss""αCarruthersクヌギ:岩田(1935,福井県［A・””s];1944,福井県;1975,福井県),野村(1950［A,”が912s]),湯浅・
河野(1950［A,〃""@s]),平野(l952a,東京都［A,刀"e"s];1953a,東京都［A,”"g"s]),素木(1954［A”"C"S]),中根(1963)“
森本(1964,1974),的場(1972,和歌山県;l984b,和歌山県),矢島(1975),青木(1982a),樫井(1982.富山県),黒沢･渡辺･栗林(1984〉。
矢島･佐藤(1984),林編(1985),岡島(1987),村瀬(1991,和歌山県),森本編(1992),沢田(1992,1993),三木(1993),西治(1994
福井県;1996,福井県),今森(1996）
Q,cγ”"/αBlumeミズナラ:平野(1952a［4．7zがβ"s],1953a［A,”"“s]),的場(l984b,和歌山県）
QgIα"“Thunb､exMurrayアラカシ:広瀬(1968,福岡県),村瀬(1991,和歌山県),西治(1994,福井県),鈴木･上原(1996i,島根県》
Q,”"jwrz“掘露AGrayウバメガシ:奥野･田中･木村･米山(1978）
Q,sg"てz/αThunb,exMurrayコナラ:K6no(l930a[A(C）〃"g"sf.γ""“""jsRoelofs]),岩田(1935,福井県[A,〃"“s]),野
村(1950［A〃"e"s]),平野(1952a,東京都［A,”が“s];l953a,東京都［A〃がg"s];1959,東京都),広瀬(1968,福岡県),平野
（1971),棲井(1982,富山県),黒沢･渡辺･栗林(1984),岡島(1987),金沢(1987),矢島(1990),荒俣(1991),村瀬(1991,和歌山県)：
沢田(1991),西治(1994,福井県;1996,福井県),梁･森(1995),今森(1996),裡井･藤丸(1996),鈴木･上原(l996i,島根県）
Q“"α”jsBlumeアベマキ:岩田(1935,福井県［A,〃"g"S]),野村(1950［A,〃"“s]),平野(l952a,東京都［A,”"g"s]),的
場(1972,和歌山県）
Hamamelidaceaeマンサク科
Htz”α"泥姑”0"jmSieb､etZucc・var・ひb畑sα加Matsumuraマルバマンサク:西治(1994,福井県）
Leguminosaeマメ科
L2””“αspp・ハギ類:沢田(1992）
〃/"“"α”0邦jca(Sieb､etZucc)A,Grayナツフジ:岩田(1935,福井県［A､〃"e"s]),平野(1952a,東京都［A,”"e"s]),森内‐
永井(1975）
WiS彪流aspp，フジ類:桝田(1932［A，”"2"sα”0’"醜α/jSK6noキアシヒメクロオトシブミ]),岩田(1944,福井県;1975,福井
県),平野(1971)!棲井(1982,富山県),黒沢･渡辺･栗林(1984)､矢島･佐藤(1984),沢田(1986b,1991,1992),金沢(1987),森本編
（1992),梁･森(1995),樫井･藤丸(1996）
W:61“ﾉly加加'sSieb,etZucc､ヤマフジ:山路(1934［A､〃"g"s／K'm"”a6mcﾉZy加か〕'α]),岩田(1935,福井県［A,'刑"“s／
K,伽“/ひ'加勿s]),野村(1950［A〃"e"s]),平野(l952a,東京都［A・〃"2"s];1953a,東京都［A・〃"e"s]),千国(1957,長野
県;1960,長野県),鈴木･上原(1996i,島根県）
W:β0γ肋""血(Willd)DC・フジ:平野(l952a,東京都［A,〃が2"S];l953a,東京都［A,”"e"S]),千国(1968),西治(1994,福井県
1996,福井県),野口(1994b,東京都）
Lythraceaeミソハギ科
L増"ざか“柳iα加成“Lサルスベリ:平野(1952a,東京都［A､”"g"s];l953a,東京都［A､”"e"s]）
Rosaceaeバラ科
F，唾""αα邦α"αssaDuchesneオランダイチゴ:平野(1952a,東京都［A〃"e"s／Rc〃"“"sis];l953a,東京都［A,〃"g"s]）
G“”α/gPPiα"”Jacq・オオダイコンソウ:西治(1994,福井県）
励妙z""α"9m'jo〃esLvar.””0γMaxim・キジムシロ:西治(1994,福井県）
助z"ｵﾙ"“〃j"0sα(Thunb.)Decne・var.j“”s(Thunb.)Stapfカマツカ（ウシコロシ):西治(1994,福井県）
Pγ"""sspp,サクラ類:素木(1954［4.”"”s]）
只加c“Thunb､exMurrayssp,ル加厩”sis(Koidz.）Kitamuraキンキマメザクラ:西治(1994,福井県）
P.sα"c伽aLindleyスモモ:岩田(1935‘福井県[A”"“s／R/ｿ祝0m]),平野(l952a,東京都[A､7，j”zs];l953a,東京都[A・泥旋7応]>ゞ
素木(1954［A・〃"2"s]）
Ro”spp,バラ類:湯浅･河野(1950［A､”"e"s]),平野(l952a,東京都［A・〃"e"s];1953a,東京都［A,71"g"s]),素木(1954［A
〃"g"s]),森本(1964,1974,1984),平野(1971),河野(1977,長野県[A,（C）”"2"s]),奥野･田中･木村･米山(1978),黒沢･渡辺＝
栗林(1984),的場(l984a,和歌山県;1984b,和歌山県),矢島･佐藤(1984),林編(1985),沢田(1985,1986b,1992,1989),金沢(1987〉
躯
鈴木邦雄・上原千春
岡島(1987),矢島(1990),森本編(1992),海野(1993),梁･森(1995）
R,柳""叙0’tzThunb，ノイパラ:岩田(1935,福井県［472"g"s]),野村(1950［A,獅加"s]),平野(l952a,東京都［A〃"‘"s])，
海野(1985),藤丸(1989),村瀬(1991,和歌山県),西治(1994,福井県;1996,福井県),中根(1994),梁･森(1995),樫井･藤丸(1996)，
鈴木･上原(1996i,島根県）
尺加""加0池Thunb.(cultivated）バラ栽培品種:名和(1892,岐阜県［A､7?"“s]),鈴木･上原(l996i,島根県）
RSP:バラの一種:K6no(l930a［A,(C)〃"e"sfﾉ?腕"e"かfs]）
R"6"sspp・キイチゴ類:素木(1954［A〃"2"s]),奥野･田中･木村･米山(1978),的場(1984b,和歌山県）
R､Pα/"奴加sThunb・var.c”＃”ﾉ､ﾉ""sA・Grayモミジイチゴ:平野(l952a,東京都［A〃"“s]),西治(1994,福井県;1996,福井
県),野口(l994b,東京都）
RSPキイチー ゴ属の一種:鈴木･上原(l996i,島根県）
Stz"g"釦'加q版‘.加α/商Lワレモコウ:平野(1952a,東京都［A〃"”s];l953a,東京都［A〃"e"s]),岡島(1987＞
Salicaceaeヤナギ科
Stz/次spp・ヤナギ類:沢田(1986b）
＆ん""汀Seemenオオキツネヤナギ:西治(1994,福井県）
Z~bis"s〃z"加岬α"〃(Seemen)Kimuraオオバヤナギ:西治(1996,福井県）
3．A加‘”"sに0刀ゆs〔ゆ0㎡2"fSﾉ99脚加"sSharp，1889セアカヒメオトシブミ
分布:北海道,本州,佐渡島
Betulaceaeカバノキ科
A〃zfSspp、ハンノキ類:青木(l982b）
A〃加aSiebetZuccヤシヤブシ:挫井･藤丸(1996）
A・腕沌z”Turcz・ケヤマハンノキ:青木(1979),西治(1994,福井県;1996,福井県）
AノtZPO"i“(Thunb)Steudハンノキ:西治(1994､福井県;1996,福井県）
Qzゆ加"s/､Z"0噸(SiebetZucc）Blアカシデ:樫井(1982,富山県）
Coriariaceaeドクウツギ科
COγ"γねﾉtz/)0"i“A・Grayドクウツギ:佐川(1931,富山県）
Comaceaeミズキ科
S“'ぬ“""wﾉ"“(Hemsl)Sojakミズキ:佐川(1931,富山県）
Ericaceaeツツジ科
E"ん加泥ﾉﾙ"sP”"〃"js（Miq.）Schneiderドウダンツツジ:沢田(1992,長野県）
尺加αo此うれ7℃〃spp，ツツジ類:沢田(l986b,1989,1992),棲井(1982,富山県),金沢(1987),西治(1996）
尺/”0"iα"ﾉz(AGray)Suringarレンケツツジ:佐川(1931,富山県）
R06加s"脚(Lindl）Planchonvar.〃“刀吻も”(Planchon)Wilsonヤマツツジ:佐川(1931,富山県）
I/"“加血"”jtz力0"i郷湘Miqアクシバ:佐川(1931,富山県）
Ⅸ0〃加加〃Miq・ナツハゼ:西治(1996,福井県［A・(C､）e心ﾉ的”“s"γセアカ型ヒメクロオトシブミ]）
Fagaceaeブナ科
Q,αc""ss加mCarruthersクヌギ:西治(1996,福井県［A,(C,）2加吻mgIzs彫γセアカ型ヒメクロオトシブミ]：
Q"21℃"ssg"tz/αThunhexMurrayコナラ:佐川(1931,富山県),樫井(1982,富山県),西治(1996,福井県［A：“？℃"SSG"ma1hunb・exMurrayコナラ:佐川(193,冨山県),樫井(1982,富山県),西治(1996,福井県1A.(C､）27〕ﾉ/hmgZzs彪章
セアカ型ヒメクロオトシブミ]）
Legummosaeマメ科
Lgゆe此zasppハギ類:平野(1971),沢田(1992,神奈川県･栃木県［Sharp(1889)を引用]）
L・sp・ハギの一種:佐川(1931,富山県）
RO6"iaPsa”0α“ααL，ハリエンジユ(ニセアカシア):Sakurai(1986）
WIS"γ/α/〃γ必"卸血(Willd)DCフジ:西治(1996,福井県［A，（C､）“'/〃mgzs/”セアカ型ヒメクロオトシブミ]）
W:sp・フジの一種:佐川(1931,富山県),樫井(1982,富山県）
Polygonaceaeタデ科
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日本産オトシブミ科（鞘遡目）の宿主植物（1）オトシブミ亜科とアシナガオトシブミ亜科
P/“?”彫れ(s加""加0γ"s(Thunb)Turcz・ツルドクダミ:K6no(l930a),素木(1954）
R⑳'"0"がjα”0"j“Houtt，イタドリ:素木(1954),河野(1977［佐川(1931)も引用,オオイタドリの可能性]),千国(1978,長野
県）
尺.s“ﾉlα""g"SIS(Fr,Schm.)Nakaiオオイタドリ:佐川(1931,富山県･新潟県［H)4190"""zノゼwmz"γiaMakino]),樫井(1982,
富山県)，Sakurai(1986［P.sαC/zα"729"Sc])，鈴木･上原(1995,富山県;1996b,富山県［RSachα/加e"sg]；l996d,富山県［P
s“/zα/加餓sg];1996e,富山県［Rsac血α"""zsg];19969富山県［Rs“〃α/加E"Sc]),西治(1996）
Rosaceaeバラ科
Ag7f郷0"iaP"OsaLedehvar,ﾉ“0"i“(Miq)Nakaiキンミズヒキ:山路(1934［A”"わ"αvar､力"0”]）
〃α伽sspp・リンゴ類:森本(1992),沢田(1992),西治(1996）
P""1"sﾉα刀msa虎加〃Sieb・exKoidz・ヤマザクラ:佐川(1931,富山県),沢田(1992）
Ro”〃'""叙0》tzThunb・ノイバラ:佐川(1931,富山県),西治(1996,福井県［A,(C）“'"zγ0部s花γセアカ型ヒメクロオトシブ
ミ]）
RPaj"”"SThunbvar.c”rOP/U'""sAGrayモミジイチゴ:西治(1996‘福井県［A,(C・）〃”"0“s花ﾉ′セアカ型ヒメクロオ
トシブミ]）
Rz必"ssp、キイチゴの一種:佐川(1931,富山県）
Sα'29"isoγ加がc加α"sLワレモコウ:鈴木･上原(1996.,富山県[A(C）〃ﾂ""ogIzs"γヒメクロオトシブミ／Sα"部"soγ“sp.：
セアカヒメオトシブミ黒色型の誤り]）
Salicaceaeヤナギ科
Stz/なsppヤナギ類:青木(1979,1982b),森本(1984,1992)．林編(1985),沢田(l986b;1992,長野県;1989),金沢(1987),佐藤･沢
田(1994［写真より推定]),梁･森(1995),西治(1996）
S､sac/zα""”sjsFrSchm・オノエヤナギ:西治(1996,福井県）
S・sPヤナギの一種:鈴木･上原(1996.,富山県）
Theaceaeツバキ科
佐川(1931,富山県）
4．A加咋"fs(L"/”””"s）bα"“加sRoelofs，1874ウスモンオトシブミ
分布:北海道,本州,四国,九州
Caprifoliaceaeスイカズラ科
Sα”6z"〃sch加酬s応Lindley・ソクズ(クサニワトコ):湯浅・河野(1950),的場(1972和歌山県）
Leguminosaeマメ科
H鯉ﾉ梅γjα／0加舷(Willd)Ohwiクズ:的場(1983,和歌山県),沢田(1986b),金沢(1987）
Saxifragaceaeユキノシタ科
Dg"たiacγg"αmSieb・etZucc・ウツギ:K6no(1930a［Roelofs,1874の引用]),的場(1983,和歌山県),沢田(1986b),金沢(1987）
Stachyuraceaeキブシ科
Si“ﾉりj""zsか“c“SiebetZucc、キブシ:青木(1979,1982b),棲井･日高(1981),裡井(1982,富山県；1992；l993b),Sakurai
（1986,富山県;1988,京都府),岡島(1987)》吉谷(l992a,東京都;1992b,東京都),西治(1994,・福井県),樫井･藤丸(1996）
Staphyleaceaeミツバウツギ科
E〃Sc”〃sﾉtZPO"i“(Thunb.)Kanitzゴンズイ:森本(1984,1992),林編(1985),沢田(l986b),金沢(1987),森本編(1992）
S/”妙/“6瓦"”/血(Thunb)DCミツバウツギ:樫井･藤丸(1996）
Styracaceaeエゴノキ科
StWrzxjtZPo"jmSiebetZucc・エゴノキ:湯浅･河野(1950),素木(1954),的場(1972,和歌山県;1983,和歌山県),黒沢･渡辺･栗林
（1984),林編(1985),沢田(l986b),金沢(1987)，
5．A"Jg"fs(L””()‘"ws）”zc“"“sSharp,1889ムツモンオトシブミ
分布:本州,四国
Compositaeキク科
4書
鈴木邦雄・上原千春
As花γg/eh"jFr､Schm,var・ル0"｡()g"sjsKitam・ゴマナ:鈴木･上原(l996d,||皮阜県［ヒトツバヨモギは同定の誤り]）
A,sp・シオン属の一種:森本(1992［シロヤマギク;A,S“69γThunhシラヤマギクのことか?]）
Qz“"α“g"0s"/0〃Cs(Franch・etSavat)Matsumカニコウモリ：山路(1934,宮城県),林編(1985）
C､ル“加加Lsspoγ泥"〃"sKitam・ヨブスマソウ:園部(1995,栃木県）
Rz坑啄"””o"ic"'”(LfiL)Kitamツワブキ:沢田(l986b［？付]),金沢(1987［？付])，
Labiataeシソ科
Ra””α/“0"jca(Burm.)Haraヒキオコシ:西治(1994,福井県[ん”0〃"07"C"sHara]),鈴木･上原(1995,富山県;l996d,富
山県［fﾉﾋzpO"i“s]）
尺s/Z娩0たれ"α(Makino)Haravar､0“〃"”姑(Murata)Haraサンインヒキオコシ:西治(1994,福井県［ISO伽〃s〃た0"α""s
var､0“〃"伽jjS]）
尺〃加か'0sa（Maxim.）Haravar.／““"ﾒﾙ〃（Murai）Haraカメバヒキオコシ:棚井･藤丸(1996）
＆zんiag/αj泥s“"sMakmoアキギリ：西治(1994,福井県）
6．A加dβ"zs仏幼/”o此れfSノフw6”"sMotschulsky,1860ウスアカオトシブミ
分布:北海道,本州,佐渡島,四国,九州;樺太,シベリア,中国
Araliaceaeウコギ科
A“"/h“α"“sα””ﾉZy"of"“FranchetSavatコシアブラ:西治(1994,福井県）
Betulaceaeカパノキ科
B2伽〃97℃ssaSieb・etZucc・ミズメ:西治(1994,福井県）
Caprifoliaceaeスイカズラ科
馳加6"“s7'zz“"msaLssp.s泥加〃i"”(Miq.）Haraニワトコ:西治(1994,福井県）
VI6z"抑"加城“jz"”Thunb・var.”“""〃f､“b""”(KoidzexNakai)Rehderケナシヤブデマリ:西治(1994,福井県［Ⅸ
”“""”g/α6"/w]）
Wｾ煙eﾙzル0γr“sis(Sieb,etZucc)K・Kochタニウツギ:西治(1994,福井県）
Clethraceaeリョウブ科
Cは廊畑6αγ"伽eγ2ﾉjSSiebetZuccリヨウブ:森本(1984,1992),林編(1985),沢田(I986b,1996),金沢(1987）
Comaceaeミズキ科
S加湿α“"/”〃97m（Hemsl)Sojakミズキ:林編(1985）
Ericaceaeツツジ科
ZJo"、oひα/加"α(Wall.)Drudevar.e"秒"cα(SiebetZucc.)Hand-Mazz・ネジキ:森本(1984［メジキ],1992),林編(1985>
西治(1994,福井県［L､01ﾉα/加"α”ez”]）
Fagaceaeブナ科
RZg"sj"加伽j“Maxim・イヌブナ:青木(1979,1982b）
Lauraceaeクスノキ科
L加咋7秘力畑““(Sieb､etZucc）Blumeアブラチヤン:西治(1994,福井県）
Osmundaceaeゼンマイ科
OS”z醜血ﾉtゆ“"“Thunhゼンマイ：沢田(1996,新潟県）
Polygonaceaeタデ科
A測彪"07℃〃奴加γ"zg(Thunb.)RobertyetVautierミズヒキ:西治(1994,福井県［動“0"""'/"加γ"'9]）
Rosaceaeバラ科
Pγ""zzsg7ny"”Maxirnウワミズザクラ:西治(1994,福井県）
R"6〃Spa〃畑加sThunhvar.c”"力勿""sAGrayモミジイチゴ:西治(1994,福井県）
Saxifragaceaeユキノシタ科
As"/62／ﾙz“69酒〃(Sieb,etZucc）Miqvar.“"gesmHBoiss・トリアシショウマ:西治(1994,福井県）
DC"”αcγE"α”Sieb､etZuccウツギ:森本(1984,1992),林編(1985),沢田(l986b,1996),金沢(1987）
D・sm6mThunhマルバウツギ:西治(1994,福井県）
4鼻
日本産オトシブミ科（鞘迩目）の宿主植物（1）オトシブミ亜科とアシナガオトシブミ亜科
鋤1飾切増“加”/"c噸iaSiebタマアジサイ：青木(1979;l982b）
Hsgγ、畝（ThunbexMurray）Ser､var”z理z“'"（Ohwi）HOhbaエゾアジサイ:西治(1994,福井県［H〃mcmjｳﾉ""tz
yez“"sjs]）
Scrophulariaceaeゴマノハグサ科
Vなγ0"jc“"""'s必加α"”(L)Pennellssp､ﾉ”0"z〔･""'(Nakai)Yamazakiクガイソウ:鈴木･上原(l996d,富山･岐阜県境［Ⅸ
s必加α"〃var.J”0"zc"脚Hara]）
Ulmaceaeニレ科
Zを/ﾙ”αSc"nm(Thunb.)Makinoケヤキ:西治(1994,福井県）
2．TribeHoplapoderiniマダラオトシブミ族
7Rz7”””"WS(Ago柳α血、""s）Pαγd""s(Vollenhoven,1865）ゴマダラオトシブミ
分布:北海道,本州,四国,九州
Fagaceaeブナ科
Qzsm"“cγ”αmSieb,etZucc、クリ:河野(1928,北海道［CU"“γ応var.”0"i“];1929,北海道［Cひ"“γ応var､ノ”ひ
”7m]),K6no(l930a［C〃z‘“γisvar､ﾉ”0"i“],1930b［C〃"煙γ/svar.”0"jca]),桝田(1932・山梨県),宇野(1939),野村
（1950),湯浅･河野(1950),清浄･盤原(1951,長野県),岩田(1935,福井県;1944,福井県;1956;1975,福井県),素木(1954),中
根(1963,1994),的場(1972,和歌山県),森内･永井(1975),平野(1959),千国(1957,長野県;1960,長野県;1968;1978,長野県),青木
（1979,1982b),森本(1974,1984,1992),林編(1985),沢田(1985,1986b),金沢(1987),岡島(1987),森本編(1992),西治(1994,福井県>・
梁･森(1995),鈴木･上原(1995,富山県;l996a1富山県;l996d,富山県),園部(1995,栃木県),樫井･藤丸(1996）
RZg"Scγ"”畝Blumeブナ:河野(1929,青森県［ESy/“"cavarS花b0〃j]),K6no(l930a［F,SyI"α"“var,Sig加〃j],1930陰
［RSyj"α"mvar.S陀加〃i]),岩田(1935,福井県),野村(1950),湯浅･河野(1950),素木(1954),岩田(1956),平野(1959),鈴
木･上原(1996.,岐阜県［ヒケナガオトシブミの宿主植物と誤記]）
Q"gγ“ssppナラ，カシ類:湯浅･河野(1950),素木(1954),平野(1959;1971)，中根(1963),森本(1984,1992),沢田(1985,1986b>‐
金沢(1987),森本編(1992）
Qαα“sj"”Carruthersクヌギ:湯浅(l929a,東京都［Qs‘"秘〃クヌギ]),岩田(1935,福井県;1956),宇野(1939),湯浅･河野
（1950),素木(1954),中根(1963),的場(1972,和歌山県;1983,和歌山県),森内･永井(1975),青木(1979,1982a,1982b),森本
（1984,1992),林編(1985),沢田(l986b,1993),金沢(1987),岡島(1987),森本編(1992),西治(1994,福井県),梁･森(1995）
Q,cγ”zzjaBlumeミズナラ:河野(1929,北海道),K6no(l930a,l930b),岩田(1935,福井県;1956),野村(1950),森内･永井(197詠
千国(1978,長野県),青木(1979,1982b),的場(1983,和歌山県),西治(1994,福井県［Q,〃"噸0"“var､91℃ssesg"てz/α]),鈴木
上原(1995,富山県;l996a,富山県;l996c;l996d,富山県),鈴木(l996b）
Q,g”"αThunb､exMurrayアラカシ:広瀬(1970,福岡県）
Q・sgγﾉtz敵ThunhexMurrayコナラ:河野(1929,北海道［Q,g/α”"/旋噸]),K6no(1930a［Qg/α”"/椛7tz］，l930b［Q、
9Jα"｡z"舵、]),野村(1950),岩田(1956),森内･永井(1975),的場(1983,和歌山県),林編(1985),岡島(1987),西治(1994,福井県）
梁･森(1995）
8．Hz7”j”0血γ"s(Hzγ””0"gγ"s）“"”なg畑/(Roelofs,1875)ヒメゴマダラオトシブミ
分布:北海道,本州,九州
Fagaceaeブナ科
Q""℃"sαα”Thunb,exMurrayアカガシ:中村(1958,東京都［R(G""α血？""zfs）”0噸αIsVossマルクビゴマダラオトシ
ブミ／Q,“"”カシ]）
Ulmaceaeニレ科
Cc"たs加恥sおPers・var,ノ〔功0"/“（Planch）Nakaiエノキ:野村(1950［R〃が"c”sエノキゴマダラオトシブミ]),岩田
（1956［エノキゴマダラオトシブミ]),千国(1957,長野県［エノキゴマダラオトシブミ];1960,長野県［エノキゴマダラオトシ
ブミ];1968[エノキゴマダラオトシブミ]),中村(1958,東京都[R(G)”0ﾉ"c"sマルクビゴマダラオトシブミ]),平野(1959
1971［マルクビゴマダラオトシブミ]),広瀬(1968,福岡県),河野(1977,長野県［P.〃""c幼sJekelエノキゴマダラオ
トシブミ／Cch加鋤s応;P・ﾉ”0"""sマルクビゴマダラオトシブミ]),青木(1979,1982b),的場(1983,和歌山県),森本(1984
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1992),林編(1985),海野(1985,1986),沢田(1986b),金沢(1987),西治(1994,福井県［C,s加"zsis]),梁･森(1995),樫井･藤丸
（1996）
Tγゼヂ"α0γだ"/α"s（L）Blumeウラジロエノキ:K6no(l930a［P.”0噸“s;のちに中村(1958)が本州に分布しない植物である
ことを注記],1930b［R(G）”0”c"s]),野村(1950［R”0"i“sマルクビゴマダラオトシブミ]）
α"2"s血"湿れ"αPlanchvar”""“(Rehder)Nakaiハルニレ:K6no(l930a［ひ”01"“]）
びんcj"虹敗(TrautvjMayrオヒョウ:河野(1929,北海道[R〃〃"jK6noオヒョウゴマダラオトシブミ／オヒョウダモ];1977・
北海道［PL〃/"”オヒョウゴマダラオトシブミ／オヒョウダモ]),K6no(l930a［R“/"z/],l930b［P.(G）〃/""]),野村(1958
［R〃/"ziオヒョウゴマダラオトシブミ]),岩田(1956［オヒョウゴマダラオトシブミ]),平野(1959［オヒョウゴマダラオトシ
ブミ]),森本(1984,1992),林編(1985),沢田(l986b,1988b),金沢(1987),西治(1994,福井県),梁･森(1995）
垂於0"αsgγ、/α(Thunb.)Makinoケヤキ:中村(1958,東京都［R(G）"0"jc"sマルクビゴマダラオトシブミ]),平野(1959：
1971［マルクビゴマダラオトシブミ]),中根(1963),青木(1979,19821〕）
9.Phy柳"””gγ"s"α"“sVoss,1926ﾋﾒｺブｵﾄｼブﾐ
分布:本州,四国,九州
Rutaceaeミカン科
Oﾉ加zﾉﾋZPo”“Thunbコクサギ:的場(1983,和歌山県）
Ulmaceaeニレ科
灸眺o"αsgγ、〃(Thunb.)Makinoケヤキ:棲井･藤丸(1996）
Urticaceaeイラクサ科
B“ん池eγjtz/0"gjWmSteud、ヤブマオ:野村(1950),平野(1959,1971),岩田(1944,福井県;1956;1975,福井県),青木(1979,1982b)，
沢田(l986b［コブオトシブミ]),金沢(1987［コブオトシブミ]),森本(1992),野口(1993,埼玉県）
B､”0"0"ん“Koidzカラムシ(クサマオ):森本(1958,福岡県;1984),的場(1983,和歌山県;1991,和歌山県),林編(1985),宮
本(1992,和歌山県),金沢(1993,大阪府),西治(1994,福井県［B,加加“〃ゆ07"""“]),樫井(l994b),鈴木･上原(1995,富山県；
l996a;l996d,富山県［B〃〃“Gaud];19969,富山県［B,刀加“]）
B､s泥加〃加"αBlumeナガバヤブマオ:岩田(1944,福井県;1975,福井県）
BSPi鯉如（Thunb.）Thunb､コアカソ:森本(1958,福岡県;1984;1992),広瀬(1968,福岡県),青木(1979,1982b),的場(1983,和歌
山県;1991,和歌山県),林編(1985),沢田(l986b［コブオトシブミ]),金沢(1987［コブオトシブミ];1993),宮本(1992,和歌山
県),野口(1993,埼玉県),西治(1994,福井県),樫井(1994b),椴井･藤丸(1996),鈴木･上原(l996b,l996e,19969）
B”c"SPis（Hance）Makinoアカソ:千国(1978,長野県),西治(1994,福井県),鈴木･上原(1995,富山県;1996a;l996d,富山県；
l996f;l996g,富山県）
10.恥y柳α”0.2"《ss況加7"α/"s(Sharp,1889)ｵｵｺブｵﾄｼブﾐ
分布:北海道［森本(1992)］
Ulmaceaeニレ科
【""z"s血ひれ""αPlallch,var・ﾉ”0"j“(Rehder)Nakaiハルニレ:湯浅･河野(1950［R〃α"""""sMotschulskyオオコブオ
トシブミ]),素木(1954［R加加"1α''"sオオコブオトシブミ]）
ひ〃c加加m(Trautv.)Mayrオヒョウ:河野(1929,北海道［P.S"加？"α〃sオヒョウコブオトシブミ／オヒョウダモ;のちに沢
田(l988b)がヒメゴマダラの誤認と推測]),K6no(l930a,l930b),河野(1977,北海道［クロコブオトシブミ／オヒョウダモ])：
野村(1950),岩田(1956［オヒヨウコブオトシブミ]),森本(1984,1992),林編(1985),梁･森(1995）
Urticaceaeイラクサ科
【ﾉγ"“〃z""62噌加泥aSieb､etZucc・イラクサ:湯浅･河野(1950[P.〃“伽'"""sオオコブオトシブミ]),素木(1954[R池"加2α""s
オオコブオトシブミ]）
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日本産オトシブミ科（鞘遡目）の宿主植物（1）オトシブミ亜科とアシナガオトシブミ亜科
3．TribeTrachelophol･iniクビナガオトシブミ族
11．Q1c"Ormc"β/"sﾉり2/0趣(Harold,1877）エゴツルクビオトシブミ
分布:北海道,本州,佐渡島,四国,九州,対馬
Styracaceaeエゴノキ科
S"’ぬ：”0"i“Sieb,etZucc・エゴノキ:新島(1913［Aがe/α6"sノリc/砿iHaroldエゴノキオトシブミ]),K6no(l930a),岩田
（1935),岩田(1944,福井県［ハギツルクビオトシブミ];1956［ハギツルクビオトシブミ];1975,福井県［ハギツルクビオトシ
ブミ]),野村(1950),湯浅･河野(1950[ハギツルクビオトシブミ]),平野(l952a,東京都[ハギツルクビオトシブミ];1959,東京
都［ハギツルクビオトシブミ];1971［ハギツルクビオトシブミ]),素木(1954［ハギツルクビオトシブミ]),広瀬(1968,福岡県
［C〃"e"sRoelofsエゴツルクビオトシブミ]),的場(1972,和歌山県［C〃"β"sハギツルクビオトシブミ];1983,和歌山県
［C”"β"sハギツルクビオトシブミ]),森内･永井(1975[ハギツルクビオトシブミ]),千国(1978,長野県),青木(1979,1982b>：
森本(1984,1992),林(1959),林編(1985),沢田(1985,1986b;l988a,京都府),金沢(1987),岡島(1987),盛口(1990),樫井(l990b
長野県･京都府),西治(1994,福井県),野口(l994a,東京都)‘梁･森(1995),中根(1994),鈴木･上原(1995,富山県il996c,富山県警
l996d;l996e,富山県il996f,富山県),樫井･藤丸(1996),棲井･梁(1996),鈴木(l996a,l996b）
S､06"sjaSiehetZuccハクウンボク:野村(1950),林(1959),森内･永井(1975［ハギツルクビオトシブミ]),樫井･梁(1996),鈴
木･上原(l996e,l996f）
［＊新島(1913)は,A"ekz伽s1℃e/Q/§ノエゴノキオトシブミの宿主植物として｢エゴノキ･モミジ･ツツジ｣を挙げた。K6no(l930a＞
は，それを引用し,C,γ“/Q/§jの宿主植物としてSM“”0"“,R/zO伽｡“ぬ0〃sc7か"加""”およびA“γspを挙げた。ただ
し,本種がモミジやツツジの類を巻く可能性はまずないので，ここでは省いた｡］
12.Hz、“'2か0m7”"s〃壇ﾉ7m"た(Roelofs,1874）アカクビナガオトシブミ
分布:本州,佐渡島,四国,九州
Comaceaeミズキ科
COγ""ssp､サンシユ属の一種:K6no(l930a［C､公ch0"0s内"],l930b［C,恥じ〃0"0s""]）
Sz(!i”sppミズキ類:野村(1950),的場(1972,和歌山県1983,和歌山県),沢田(l986b),金沢(1987［?付]),梁･森(1995）
Elaeagnaceaeグミ科
E/“増""SSPグミ属の一種:千国(1957,長野県;1968［写真よりアカクビナガオトシブミと推定される]）
Rosaceaeバラ科
〃α/"Smγ伽go(Sieb.)SiebexVrieseズミ（コナシ):千国(1957,長野県;1968［アカクビナガオトシブミと推定される];1978
長野県［キイロクビナガオトシブミ]),広瀬(1968,長野県),河野(1977,長野県),Sakurai(1986),棲井(1992),沢田(l986b),金
沢(1987）
〃､sp，リンゴ属の一種:千国(1957,長野県;1960,長野県;1968［アカクビナガオトシブミと推定される]),森本(1984,1992),林
編(1985),沢田(1986b)、金沢(1987),梁･森(1995),棲井･藤丸(1996）
勘z"Thm“”"0sα(Thunb.)Decne､var./“"is(Thunb)Stapfカマツカ（ウシコロシ):広瀬(1968,高知県；1970,高知県;1990）
森本(1984,1992),林編(1985),Sakurai(1986),沢田(1993),西治(1994,福井県),梁･森(1995),棲井･藤丸(1996）
P""2"ssppサクラ類:樫井･藤丸(1996）
P.α7"泥"iα“L、アンズ:沢田(1986b),金沢(1987)，
Rノα"”sαﾙz"tzSieb・exKoidz・ヤマザクラ:西治(1994,福井県）
P.”01"“ThunhexMurrayニワウメ:千国(1957,長野県;1960,長野県;1968［アカクビナガオトシブミと推定される]),平
野(1971）
RP"”"hzMaxim.f・P"”"〃イトザクラ:西治(1994,福井県［R”“〃m"〃f妙“/z加皿]）
P.sα"c"αLindleyスモモ:千国(1968）
Soγ"s”""“(Decne）Hedlundウラジロノキ:西治(1994ﾘ福井県）
13.Hz、/、C/犯/”〃〔)γ"s〃zﾉ"s(Roelofs,1874）キイロヒケナガオトシブミ
Celastraceaeニシキギ科
E"0"W""Sα/α加s(Thunb.)Siebニシキギ:西治(1993,福井県;1994,福井県）
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Clethraceaeリョウブ科
αg""江6αγひ醜”zﾉsSieb､etZ1-1cc・リヨウブ:西治(1993,福井県;1994,福井県）
Ericaceaeツツジ科
Lyo"な0"α/加"α(Wau)Drudevar.e"”cα(SiehetZucc.)Hand-Mazz・ネジキ:西治(1993,福井県･大阪府･和歌山県［L
o“/脆"assp.〃“”];1994,福井県［Lo"α/伽"αssp”“”]）
Fagaceaeブナ科
RZg抑Scγ“α加Blumeブナ:西治(1993,福井県;1994,福井県),樫井･藤丸(1996）
Lauraceaeクスノキ科
L加‘Eﾉ〃〃“c“(SiebetZucc)BlLImeアブラチャン:海野(1985［クビナガオトシブミ;写真からキイロヒゲナガオトシブミ
と推定される]）
Lz"7262""mThunbvar､脚""6m"““(Maxim.)Momiyamaオオバクロモジ:西治(1993,福井県;1994,福井県）
Magnoliaceaeモクレン科
〃“"0"αか““ciss”αKoidz，コブシ:河野(1926,北海道[キイロオトシブミA加”WS血/""sRoelofs])，鈴木･上原(l996e〉
Polygonaceaeタデ科
R2y"0""zaノ”0"imHoutt・イタドリ：撰井･藤丸(1996）
Symplocaceaeハイノキ科
射"ゆ！“OSC伽加G"sfs(Lour.)Drucevar､jez"0“ゆα(Nakai)Ohwif.P"0sα(Nakai)Ohwiサワフタギ:西治(1993,福井県［8
c〃加師sZsvar./e"CO“ゆα];1994,福井県［S､c〃伽“s商var./“““ゆα]）
14．Hz、"zzc"2/OPﾉzo"fs／0増j“7抑2S(Roelofs,1874）ヒゲナガオトシブミ
分布:北海道,本州,四国,九州
Betulaceaeカバノキ科
AI""s”0"/“(Thunb)Steudハンノキ:的場(1983和歌山県),沢田(1986b),金沢(1987）
Eupteleaceaeフサザクラ科
Ezゆ花/””“"吻惚SiebetZucc・フサザクラ:青木(1979,1982b),樫井(1995,埼玉県),樫井･藤丸(1996［写真からはキイロヒ
ゲナガオトシブミと推定される]）
Lauraceaeクスノキ科
L加"eme7y/h7℃“ゆaMakinoカナクギノキ:林編(1985),森本(1984,1992）
L,/)、“0x(SiebetZucc)Blumeアブラチャン:青木(1979,1982b),西治(1993,福井県;1994,福井県),海野(1993［クビナガオ
トシブミ;写真からヒゲナガオトシブミと推定される]),佐藤･沢田(1994[写真より植物を推定]),挫井(1993b;1995,埼玉県>
棚井･藤丸(1996）
L､s”jc“(SiebetZucc)Blume・ケクロモジ:森本(1984,1992),森本編(1992),梁･森(1995）
L・況加62/〃aThunb，クロモジ:沢田(1986b),金沢(1987）
L〃碗62"αmThunb・var､脚9脚6m"““(Maxim.)Momiyamaオオバクロモジ:西治(1993,福井県;1994,福井県）
Magnoliaceaeモクレン科
〃“"0"αか“coassj畑aKoidz・コブシ:K6no(l930a［〃.ル06"s],l930b［〃.〃06"s]),河野(1977,北海道［クビナガオトシ
ブミ]),野村(1950),湯浅･河野(1950),素木(1954),中根(1963),岩田(1944,福井県1956;1975,福井県),素木(1954),千国(l97g
長野県),黒沢･渡辺･栗林(1984),林編(1985),沢田(1985,1986b,1993),河野(1977,北海道),森本(1984,1992),金沢(1987),矢
島(1990),森本編(1992),西治(1993),梁･森(1995）
Polygonaceaeタデ科
R⑳j"“‘"〃”0"j“Houtt・イタドリ:森本(1984,1992),林編(1985),沢田(1986b),金沢(1987),森本編(1992),梁･森(1995）
Rosaceaeバラ科
R〕"γ/"α“〃j""α(Thunb.)Dence・var､ﾉ"“応(Thunb)Stapfカマツカ(ウシコロシ):中根(1994［アカクビナガオトシブミ
の可能性あり]）
soγb"sﾉｾZ'0"j“(Decne）Hedlundウラジロノキ:的場(1983,和歌山県）
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日本産オトシブミ科（鞘迩目）の宿主植物（1）オトシブミ亜科とアシナガオトシブミ亜科
11．SubfamilyAttelabinaeアシナガオトシブミ亜科
4．TribeAttelabiniアシナガオトシブミ族
15.Hを7"“/α6"s(Hじれi“/α6"s）／“'たが（Sharp,1889）リュイスアシナガオトシブミ
分布:本州,四国,九州;中国
Betulaceaeカバノキ科
B"z"αgγOssaSiebetZucc・ミズメ:林編(1985),森本(1992）
Comaceaeミズキ科
Sz"伽“""りりgﾉ”(Hemsl.）Sojakミズキ:梁･森(1995）
Moraceaeクワ科
〃0γ"sspp・クワ類:湯浅･河野(1950),素木(1954）
〃.〃必αLマグワ:K6no(1930a）
Ulmaceaeニレ科
α脚"s〔此zひ”m7mPlanchvar,ﾉtZPo"i“（Rehder)Nakaiハルニレ:沢田(1986b),金沢(1987),森本(1992）
灸'た”αS”m、（Thunb.）Makinoケヤキ:桝田(1932,山梨県),素木(1954),中根(1963),広瀬(1968,福岡県),平野(1971)､的場
（1972,和歌山県;1983,和歌山県),黒沢(1974),河野(1977),青木(1979,1982a,l982b)､林(1985),沢田(l986b),金沢(1987),森
本(1992),海野(1993),西治(1994,福井県),中根(1994),梁･森(1995),槻井･藤丸(1996）
［＊本種の学名は，しばしばH／g”"/と記されるが,H,jα"s〃が正しい。この点については特に注記しなかった］
16．蔵加αm〃6"s(Q?/0敗伽s）αの7”s（Roelofs,1874）ビロー ドアシナガオトシブミ
分布:本州,四国,九州
Aceraceaeカエデ科
A“γ〃”"0〃“"”var・加α”"0m""”（Nichols.）HarafJおs“""〃(Wesmael)Rehderイタヤカエデ:的場(1983,和歌山県｝
Betulaceaeカバノキ科
Qz幼加"sspp・シデ類;沢田(l986b),金沢(1987),森本(1992）
C“γ‘α舷BLサワシバ:宮川･平野(1958‘東京都),中村(1958,束京都［C､のりsαBlume]),林編(1985）
C血なれ0m(Sieb・etZucc）BLアカシデ:中村(1958),林編(1985）
C応c加泥“ん〃Maximイヌシデ:中村(1958,東京都),的場(1983,和歌山県)､林編(1985）
Cercidiphyllaceaeカツラ科
Ce7℃〃幼ﾉty""叩.ﾉﾋZ""/α"〃Sieb・etZucc・カツラ:青木(1979,1982b）
Fagaceaeブナ科
RZg"ssppブナ類:的場(1972,和歌山県）
丘Cﾉ℃"α/〃Blumeブナ:宮川･平野(1958,東京都･群馬県［RS彫加〃/]),平野(1959,1971),的場(1983,和歌山県),沢田(1985
1986a,徳島県;l986b),金沢(1987),海野(1986),森本(1992),西治(1994,福井県),樫井(1996）
F､/tzpO”“Maximイヌブナ:宮川･平野(1958,東京都),青木(1979,1982b）
17．円"α/0J飾れ(/肋2”z心Roelofs,1874アシナガオトシブミ
分布:本州,四国､九州
Fagaceaeブナ科
Qzs”z“c花"αmSieb､etZucc・クリ：岩田(1935,福井県),野村(1950),的場(1983,和歌山県),西治(1994,福井県)､樫井(l994ai
Q"gﾉ℃"ss”ナラサカシ類:新島(1913[RγW)”"たハマキゾウムシ]),湯浅･河野(1950),素木(1954),中根(1963),平野(1971》
千国(1978,長野県),森本(1984,1992),黒沢･渡辺･栗林(1984),林編(1985),沢田(1986b,1993),金沢(1987)，梁･森(1995）
Qαα"issi"ZaCarruthersクヌギ:新島(1913［P〃"”"jsハマキゾウムシ／Qs”ﾉ”αクヌギ]),湯浅(1929a,東京都［Q
seγ、“図よりQ,“""SSi"zαと推定される]),K6no(1930a[Q,Scﾉ7忽/α;湯浅(1929a)の引用]),岩田(1935,福井県;1944,福井
県;1956;1975,福井県),野村(1950),湯浅･河野(1950),素木(1954)､中根(1963),森内･永井(1975),千国(1978,長野県)､的場
（1983,和歌山県),黒沢･渡辺･栗林(1984),林編(1985),海野(1985),沢田(l986b),金沢(1987),矢島(1990),森本(1992).棲井
（l994a,1996),梁･森(1995）
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QcγiSP"/αBlumeミズナラ:的場(1983,和歌山県）
Q,‘g"ramThunb・exMurrayカシワ:新島(1930［R””“"isハマキゾウムシ]）
Qg/""mThunbexMurrayアラカシ:広瀬(1968,福岡県),撰井(1992,1994a）
Q,Pﾙ"4'm”〃“AG1－ayウバメガシ:K6no(l930a）
Q､s2γ、/αThunb､exMurrayコナラ:新島(1913［Rﾉ7(〃e""isハマキゾウムシ／Q,gm7”"ﾉ旅mBl.]),岩田(1935,福井県),
野村(1950),広瀬(1968,福岡県),的場(1983､和歌'11県),森本(1984),黒沢･渡辺･栗林(1984),林編(1985),矢島(1990),海野(1993
山梨県),樫井(1994a),梁･森(1995）
Q､“γja6"isBlumeアベマキ:岩田(1935,福井県)，
Ulmaceaeニレ科
〃舵0”sg"て”（Thunb）Makinoケヤキ:河野(1977,長野県）
5．TribeEuopsiniルリオトシブミ族
18.E"”s(KO伽”?“/()/)s）”s加/OS"SSharl〕,1889コブルリオトシブミ
分布:本州,四国,九州,対馬
Acel-aceaeカエデ科
A“γspp・カエデ類:的場(1972,和歌山県;1975,和歌山県),梁･森(1995）
A､〃”"(〕Maximvar.〃”γ"”ﾉ”"”(Nichols.)Haraf.‘蹄"/""z(Wesmael)Rehderイタヤカエデ:平野(1954,群馬県[A,〃c力"〃
Thunb.]),中根(1963),的場(1975),森本(1984,1992),林編(1985),樫井(1993a,京都府･新潟県･富山県),樫井･藤丸(1996),樫井・
梁(1996）
Fagaceaeブナ科
Q“γ“ss”畑/αThullb・exMul-I-ayコナラ:梁･森(1995）
Polygonaceaeタデ科
R⑳wo"かj〃ﾉｾZ/)0"ﾉ“HoL1tt、イタドリ：梁･森(1995）
19.E"”s(Sy"“/0ｶs）ル0"0/SawadaetMorimoto,1985ナラルリオトシブミ
分布:北海道,本州､四国,九州
Fagaceaeブナ科
C“/α"“cγ"”/aSiehetZuccクリ:椴井･藤丸(1996),鈴木･上原(1996j,富山県）
Q・spp・ナラ類:素木(1954[E・ﾒ)hα“0"〃Sharp]),的場(1975,和歌山県[E､ｶﾙ"(』"0"iα]),河野(1977[E(S､）／〕ﾙα”07"α],林編
（1985),沢田(l986b),金沢(1987),森本(1992）
Q〃“"”waCarruthersクヌギ:青木(19791982b),沢田(l986b),金沢(1987）
Q､cγi”"んBlumeミズナラ:K6no(1930a［E(S､）”“Joﾉ"α]),鈴木･上原(1996j,富山県）
Q,〃”/α/αThunb.ex､Murrayカシワ:沢田(1986b),金沢(1987）
Q､“γmmThunb,exMurravコナラ:K6no(193()a［E(S,）Phae"0"、／Q､g/α""""/t"tz]),撰井･藤丸(1996）
2()．E"妙s(SWz(Z/)/0/)s）／幼“““Sharp,1889ハギルリオトシブミ
分布:本州,匹|国,九州
Legumlnosaeマメ科
L2SP“gzasppハギ類:岩田(1944,福井県;1975,福井県),野村(1950),平野(1954),素木(1954),中根(1963),的場(1972,和歌山
県;1975,和歌山県;1983,和歌山県),青木(1979,1982b),森本(1984,1992),林編(1985),沢田(1985,1986b),金沢(1987),樫井
藤丸(1996）
L・〃“/0γTurczヤマハギ:西治(1994､福井県）
Lが“ﾉ0γTurczvar.S花加〃〃fsG""αMatsumケハギ:K6no(1930a［LS花加〃/;Sharp(1889)の引用]),平野(1954［L
Sig帥〃i;Sharp(1889)の引用]）
Lsp・ハギ類の一種:平野(1954［Djukin(1915)のE〃"?“/0s"zamの記録をE(S）IeS力“"“に訂正し，その宿主植物と
して引用]）
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Wfs花γmspl〕・フジ類:沢田(1985,1986b)‘金沢(1987）
W:〃0ﾉ坊""”(Willd.)DCフジ:西治(1994,福井県）
Polygonaceaeタデ科
Rのwo"かれ”""mHoutt，イタドリ：的場(1972,和歌山県［ルリオトシブミの誤認の可能性あり]｝
21.E"〔ゆs(S)w“/妙s）“""fs(Roelofs，1874）ケシルリオトシブミ
分布:本州,九州
Betulaceaeカバノキ科
C〔z秒加zfssppシデ類:森本(1984,1992),林編(1985),沢田(1986b),金沢(1987),鈴木･上原(l996j,富山県）
C,ノヒzpO7"“BLクマシデ:棲井･藤丸(1996）
C,！“"0m(Sieb､etZucc.)B1．アカシデ:平野(1954,東京都),的場(1975,和歌山県;1983,和歌山県),棲井･藤丸(199佳
C／SCﾙ0"OSルガMaxim・イヌシデ:平野(1954,東京都),的場(1975,和歌山県;1983,和歌山県）
Rosaceaeバラ科
Rosa柳zz"鋼0ﾉtzThunhノイバラ;西治(1994,福井県）
22.E"”s(SWz”/”s）”"c”0s"iα畑s(Motschulsky,1860）ルリオトシブミ
分布:北海道,本州,四国,九州
Aceraceaeカエデ科
A“γs”カエデ類:河野(1926,北海道［E,α“ﾉfK6no];1929［E〃"'c/α/0s/"αraf.α“”K6no]),素木(1954［Eα“γj],森
本(1984,1992),林編(1985),沢田(l986b),金沢(1987),鈴木･上原(l996b）
A,〃""oMaxim,var.”αγ"20ﾉ”"池(Nichols.)Haraf“s“""〃(Wesmael)Rehderイタヤカエデ:平野(1954［A,〃c""〃
Thunb.]),素木(1954［Eα“γ/],的場(1975,和歌山県;1983,和歌山県),林編(1985),鈴木･上原(l996b）
Asp・カエデ属の一種:河野(1928,北海道［EP""c”0sか”afa“γ/]),K6no(1930a［E・P""c”0sかmmf.α“"]）
Anacardiaceaeウルシ科
R〃"sα柳6垣"αLavallexDippツタウルシ:鈴木･上原(l996h,富山県;l996j,富山県）
Betulaceaeカバノキ科
Ca秒加"sspp・シデ類:沢田(1986b),金沢(1987),鈴木･上原(l996h）
Fagaceaeブナ科
Q"2ﾉ℃"sseγ’maThunbexMurrayコナラ:河野(1928,北海道［E・〃""c"/0s”α〃f,α“γ/／Q,g/α"｡"/推畑]),K6no(1930s
［E,p""c”0sかiaiafα“γi／Qg/"〃"/旋噸]),素木(1954［Eα“"]),的場(1975,和歌山県;1983,和歌山県),平野(195“
森本(1984,1992),林編(1985),鈴木･上原(l996b）
Leguminosaeマメ科
LgSP“"αspp､ハギ類:河野(1928［Lsp.;Djukin(1915)の引用]),岩田(1956）
L〃“/0γTurcz・ヤマハギ:K6no(1930a［L,〃CO/0γエゾヤマハギ;Djukin(1915)の引用]）
Polygonaceaeタデ科
RgWzo'""αspp・イタドリ類:平野(1954［R7蛇07""”spp.]）
尺./”0"icaHoutt,イタドリ:野村(1950)湯浅･河野(1950),岩田(1944,福井県1975,福井県;1956［イタドリルリオトシブミ]>，
素木(1954).的場(1975,和歌山県),森本(1984,1992),林編(1985),鈴木･上原(l996h富山県･岐阜県;1996j,富山県･岐阜県）
RSaC/zα""e"sjS(FrSchm.)Nakaiオオイタドリ:河野(1928,北海道[EP""c”“"m/afa“γ/／"“0"""zs“/zα/加"zsg:蔓
1977,北海道［P.s“/laI加鋤se]),K6no(l930a［E,’""c/α/0s"/α/(If.α“γi／Rsα〔加/加帥sg]),的場(1975,和歌山県),沢田
（1986b),金沢(1987),鈴木･上原(1996b;l996h,富山県･岐阜県;l996j,富山県）
Saxifragaceaeユキノシタ科
As"/62〃z""6"g〃(SiehetZucc)Miqvarm7噌侭mHBoissトリアシショウマ;鈴木･上原(1996h,富山県;1996j,富山県｝
ROな"舌”加α”/Ⅳ"αAGrayヤグルマソウ:鈴木･上原(1996h富山県･岐阜県;l996j,富山県･岐阜県）
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23.E"”s(Sy"“/”s）we"成伽sVoss，1930カシルリオトシブミ
分布:本州,佐渡島,四国,九州
Caprifoliaceaeスイカズラ科
W6z"”z"〃spp・ガマズミ類:平野(1954)，的場(1975,和歌山県）
Compositaeキク科
Aγ/"れぷaspp､ヨモギ類:盛口(1990,埼玉県）
Fagaceaeブナ科
Cas如刀0”sspp・シイ類:的場(1983,和歌山県）
Q"2℃"ssppナラ,カシ類:野村(1950[EW"”e"s]),湯浅･河野(1950),平野(1954),素木(1954),森内･永井(1975),森本(19“
1992),的場(1975,和歌山県;1983,和歌山県),黒沢･渡辺･栗林(1984),林編(1985),沢田(1986b),金沢(1987),梁･森(1995）
Q,Ph"(Wrz“”“AGrayウバメガシ:K6no(l930a),平野(1954),的場(1975,和歌山県）
Q,seγ、舷Thunb､exMurrayコナラ:的場(1975,和歌山県),樫井(1990a),樫井･藤丸(1996),楼井･梁(1996),鈴木･上原(1996h》
Leguminosaeマメ科
W7s花γmsppフジ類:桝田(1932［E,”ん“G"sRoelofs]),平野(1954),的場(1975,和歌山県),森本(1984,1992),黒沢･渡辺･栗
林(1984),林編(1985),沢田(l986b),金沢(1987),梁･森(1995),桜井･藤丸(1996),棚井･梁(1996)，鈴木･上原(1996b）
I'Ⅸ〃“hy加妙sSiebetZucc・ヤマフジ:鈴木･上原(1996j,島根県）
し1Z〃o”6z"z伽(Will。)DCフジ:青木(1979,1982b),盛口(1990),西治(1994,福井県),鈴木･上原(l996b;l996j,富山県）
Moraceaeクワ科
〃i"""〃sﾉ””"c"sSiehetZuccカナムグラ:盛口(1990,埼玉県）
Polygonaceaeタデ科
彫沌i“γ”spp・タデ類:森本(1984,1992),林編(1985）
P"ざi“"αs2""cosa（Franch・etSavat.）HGrossママコノシリヌグイ：盛口(1990,埼玉県）
R2y"0z""αsppイタドリ類:平野(1954［励姥0"""Ispp.]),的場(1975,和歌山県［Rspp.]）
尺ﾉﾋZPo"たaHoutt・イタドリ:千国(1968［ルリカシオトシブミ]),的場(1972,和歌山県1975,和歌山県;1983,和歌山県;l984a
和歌山県),青木(1979,1982b),黒沢･渡辺･栗林(1984),Sakurai(1985［Rc"”〃α加刀?SiebetZucc];1989［P“”i血""jz]>，
樫井(1985,1990a),沢田(1986b,1989a,1993),海野(1986,1993),金沢(1987),盛口(1990),森本(1992),中根(1994),西治(l994
福井県［Rc"W伽/""']),佐藤･沢田(1994),梁･森(1995),棲井･藤丸(1996),樫井･梁(1996)，鈴木･上原(1996b,富山県･岐阜
県［P.c"”ぬ/""z];1996.,富山県［Rc"W伽"""];l996f［Pc"”城"""?];l996j,富山県･島根県l996h）
R・sac〃αj加醜s商(Fr､Schm.）Nakaiオオイタドリ：鈴木･上原(l996j,富山県）
Saxifragaceaeユキノシタ科
馳ﾉ妙切噌“”γ畑/〃(Thunb・exMurray)Ser,var〃2噌成"ゅα(Ohwi)H,Ohbaf.cW)”α/α(ThunbexMurray)Nakaiニワ
アジサイ（ヒメアジサイ):平野(1954［Hc"””/αMakino]）
Vitaceaeブドウ科
A"ゆaOPsis〃“幼”""“/"/α(Maxim）Trautv,var､ル""”ﾉ､'"tz(Thunb.）Haraノブドウ:盛口(1990,埼玉県）
追記1素木(1954)は，アイ（タデ科)の葉を巻く台湾に分布するE(S､）加｡噌伽aVoss,1924アイルリオトシブミを本州に産
すると誤記している。
追記2K6no(l930b)は，‘A〃"ssp.，を宿主植物とする‘A加昨"ismﾉ”f〃α""““"c"sMotschulsky’の産地として，Voss
(1927)による東京の記録に基づいて本州を追加したが，森本(1992)は大英博物館所蔵の標本はオトシブミであると指摘している
ので、ここではそれに従って省いた。
追記3K6no(1930b)は，Djukin(1915)を引用して，‘Rzmの!“0ｶ種cﾉzg/"s／"堰jc幼sMotschulskyオオツルクビオトシブミミ
の宿主植物として‘Q“ﾉ℃"s脚07壇0"“，を挙げ,産地として，Voss(1929)による横浜の記録に基づいて本州を追加しているが
森本(1992)は産地ラベルの誤りと推測しているので，ここではそれに従って省いた。
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